
これまでに三重創生ファンタジスタ・エキスパート資格を取
得した卒業生等を取りあげ、これから取得予定の学生にエール
を送っていただきます。

【皇学館大学より】
加見亜弓さん（教育学部教育学科2021年度卒業）

大学時代に、エキスパート資格を取
ったことで、小学校教員として、三重
県の食・観光・産業などについて自信
をもって子ども達に教えていくことが
できました。ぜひ、皆さんにも学びを
深めてもらい、自分の将来に役立てる
知識や能力を持ってもらいたいと思い
ます。

杉﨑紗英さん（文学部コミュニケーション学科４年）

学部時代に頑張ったことは色々な地
域活動に参加したことです。主に海洋
食文化実習と「鳥羽なかまち」の地域
活性化実習、「とっとこ玉城町」のア
プリ開発の3つに携わりました。活動
を通して課題だけでなく伊勢志摩の暮
らしや文化への理解を深めることがで
きました。

増田香苗さん（日本社会学部現代日本社会学科４年）

地元の大学に入学したので、更に地
域の事を知りたいと思い、学外での地
域活動に沢山参加してきました。活動
に参加する事でコミュニケーション能
力は勿論、地元の知らなかった事を多
く奥深く知る事ができました。この経
験を生かしたいと思います。

【三重大学より】
岡本守永さん(人文学部法律経済学科現代経済コース2019年度卒)

三重県庁に就職した私にとって、三
重県内の企業や特産物など三重県に関
する知識は欠かせないものです。三重
創生ファンタジスタ資格を取得するた
めに受講した講義では、三重県内の企
業や地場産業などを学ぶことができ、
仕事の中で三重県の観光施策を考えた
り県内企業の方とお話ししたりすると
きに、とても役に立っています。
三重県内で働く中で、また、三重

県でなくとも地域のことを考えながら
働く中でも、三重創生ファンタジスタ
資格を通して三重県を学ぶことは、き
っと大きな財産になります。
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三重創生ファンタジスタエキスパート資格取得者

（皇学館大学・三重大学
卒業・在学生よりメッセージ）

岡田まりさん（生物資源学部資源循環学科森林資源学教育コース
2021年度卒）

地域活動を通して形成された自分
軸にマッチする会社に出会い、やり
がいを持って働くことができていま
す。軸というのが「林業とその町の
関係を見つめる」というものです。
現在の勤務先は、川中の製材所とし
て山と建築を繋ぐ役割を明確にして
おり、それが私のやりがいにつなが
っています。入社1年目の私は業務
の基礎を固めている段階ですが、今
後、熊野・林業・会社にとってどのような役割を担うこと
ができるのかを常に模索していきます。
後輩のみなさんへ：何かに少しでも関心を持ったとき、そ
の気持ちを純粋に見つめてみてください。そして一歩踏み
出してみてください。

濱口友希さん（教育学部社会科教育コース4年）

とにかく学生の時にしかできない
ことをしてほしいです！それは、自
分の好きなことをつきつめたり、全
くしたことがないことに挑戦したり
人それぞれでいいと思います。なぜ
なら、それが新しい出会いにつなが
り、将来を大きく変えてくれるもの
になるかもしれないからです。その
ような機会は行動を常に起こしてい
る人にしか訪れないものであると私
は考えています。また、三重大学で
は三重創生ファンタジスタ資格の対象科目など、三重県に
ついて知ることができるチャンスがたくさんあります。
それらのチャンスをぜひ生かしていってほしいです！

県内の高等教育機関の学生が受講できる、令和５年度単
位互換授業の一覧を作成しました。
通常受講ができない他高等教育機関の授業を受講できる

チャンスですので、ぜひ検討してみてください。

（申込受付：令和５年３月上旬～ ※各高等教育機関によ
り異なりますので、ポスターをご覧ください）
参照先：https://conso-mie.jp/credit/

令和５年度高等教育コンソーシアムみえ
単位互換を開始しました

https://conso-mie.jp/credit/


2月15日、16日、17日の3日間（場所：鈴鹿工業高等専門学
校 担当：黒田大介教授）で実施した、三重創生ファンタジ
スタオリジナル科目「現代社会理解実践（次世代産業実
践）」を無事に終えることができました。

3日目には、 10時37分に種子島宇宙センターで発射された
日本の新たな主力ロケットH3初号機の打ち上げを学生たちと
一緒に見守りました。残念な結果でしたが、歴史的な瞬間を
皆で体験できました。本講義では、座学、工場見学を終えて
CAD、３Dプリンター、レーザーカッターを用いて飛行機を
制作し、製作物の飛行試験とデータの分析、さらに構造変更
を繰り返して成果物を仕上げました。（なお、本講義で見学
させていただいた航空機部品生産協同組合・組合員の東洋精
鋼(株)渡邊社長が、2022 shot peener of the yearを受賞されま
した（日本初）。）

吉田千紘さん（三重短期大学食物栄養学科1年）
大学では栄養学を専門的に学んでいるため、今回の講義で

普段とは異なる角度から考えることに対して難しさを感じる
とともに、興味深いことも多くあった。率直に言えば、航空
力学などの知識が栄養学に直接結びつくことはほとんどない
と考える。しかし、「どの点を工夫すれば飛距離が伸ばせる
のか」、「飛ばす上で何が重要となるのか」など目の前の問
題に対して解決方法を考えたうえで、デジタルの中で形作り、
改善する経験は、私が大学でできる普段の学びでは得られな
いことである。この講義での、自分の考えを形にし伝える思
考回路を忘れずに、今後に活かしていきたい。

弓場慶一さん（三重大学工学部建築学科1年）
今回の講義を通して、最も有意義だと感じたのはCADや3D

プリンタ、レーザーカットに触れられたことです。これまで
存在はしていたものの、使用方法や形作る過程などは知りま
せんでした。大学一年生でその疑問を自分の目で解消できた
のはとても将来のためになりました。また模型作成では、一
から構想、実験、改善というサイクルを行いました。普段の
勉強は機械的になっており、このサイクルを活かすことが少
なったので改めてその重要や楽しさに気付きました。今回は
コロナで宿泊ではなかったですが、宿泊もあればより多く学
べると思いました。
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下記の機関で三重創生ファンタジスタの養成をしています。

三重大学、四日市大学、皇學館大学、鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部、鈴鹿医療科学大学、
三重県立看護大学、四日市看護医療大学、三重短期大学、高田短期大学、ユマニテク短期大学、
鈴鹿工業高等専門学校、鳥羽商船高等専門学校、近畿大学工業高等専門学校、三重県

発行元：高等教育コンソーシアムみえ 事務局
連絡先：059-231-9969
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三重創生ファンタジスタオリジナル科目
現代社会理解実践次世代産業実践が修了しました

令和5年２月16日（木）、高等教育コンソーシアムみえ主
催により「みえまちキャンパス in 高田短期大学」を開催しま
した。今年度は高田短期大学が幹事校で、新型コロナウィル
ス感染症拡大防止のため、昨年度に続きオンライ（Zoom）
での開催となりました。活動発表会は、学生による企画・運
営により行われ、高田短期大学の学生が司会進行、Zoomの
操作、集計作業を担当しました。全4団体（鳥羽商船高等専
門学校北原研究室、皇學館大学 gift of Ise、三重大学学生団
体 FORTUNE、三重県学生献血推進連盟「みえっち」）が
参加し、最優秀・優秀賞を受賞した2団体より一言をいただ
きました。

【受賞者より一言】
最優秀賞：三重県学生献血推進連盟「みえっち」

私たち「三重県学生献血推進連盟『みえっち』」は「献血
をすること」ではなく、「献血について普及啓発」すること
で献血を支えている団体です。特に、若年層献血協力者数全
国ワーストとなった当県では、これからも街頭活動はもちろ
ん、SNSやメディアを通じた情報発信、キッズ献血
やセミナーなどを行い、団体一丸となって強力に献血の
大切さを伝えるために活動に取り組んでまいります。

優秀賞：三重大学学生団体FORTUNE

三重大学FORTUNEではスキルアップとビジネス実践
に関する活動を行っています。去年は松阪カルチャー
ストリートというイベント
のPR動画を作成させてい
ただき、若者に向けてイベ
ントや松阪をPRすることが
できました。今後も大学生
ならではのアイデアやスキ
ルを活かした地域貢献を行
っていきたいと思います。

“まち”×“学生”の発表の場

「みえまちキャンパス in 髙田短期大学」
オンライン開催しました

写真左：
三重県学生献血推進連
盟「みえっち」渡邉晟
さんのプレゼンの一コ
マ。審査員から、大変
プレゼンが上手で素晴
らしいとのコメントを
いただきました。

写真：制作物を何度も修正し、飛行実験を繰り返す様子

https://www.theshotpeenermagazine.com/shot-peener-of-the-year-award/
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